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　1．　はじめに

　近年，アメリカにおいて聴覚障害者のための高

等教育プログラムが，急速に発展してきている。

約100年の長い問，ギャローデット大学（1864年

創立）が，聴覚障害者を対象とした，世界的にも

唯一の大学として貢献してぎたが，最近は，聴覚

障害者に対する特別なプログラムを持つ大学が急

増し，40校を越えるようになってきた。

　本稿の意図は，これら最近のアメリカにおける

聴覚障害者の高等教育の動向。現状にふれなが

ら，高等教育機関における聴覚障害者に対するサ

ービスの内容の一部を明らかにすることにある。

　2．高等教育の発展

　聴覚障害者に高等教育を提供しようとする連邦

政府の意図は，歴史的には，1864年に議会で成立

し，Abraham　Linco1nによって署名された

Enab1ing　Act（機能付与法）という形で実現をみ

た。この法律は，コロソビア聾睡院（現在のギャ

ローデット大学）に学位を授ける権限を与えた。

同院は，理事会を持った独立した大学として成立

したが，連邦政府の強力な一貫した財政的援助に

より，聴覚障害学生は，リベラル・アーツ（教養）

の学士号取得が可能となった。それ」ユ後現在ま

で，5，000人以上の卒業生が杜会人として同大学

を巣立っていった。今のギャローデット大学総長

E．C．Merri11は1），同大学が聴覚障害者のための

唯一一の大学として，数十年問，門戸を開いてきた

ことを誇りにしながらも，人口増加（聴覚障害老

の増加）にもかかわらず，他に何ら対策が講じら

れなかったことは，悲劇的なことだったと述べて

いる。

　さて，1960年代になって，聴覚障害者の高等教

育についての新たな関心が議会に起こり，Public

Law89－36が！965年に成立し，大学と提携した

国立聾工科大学の設立を認可した。そして，この

プログラムの相手校として，ロチェスター工科大

学（ニューヨーク）が1966年に選ばれ，1968年に

国立聾工科大学が，連邦政府の援助のもとに開設

された。同大学は，種々の工学関係の技術的，職

業的教育を提供している。これは，連邦政府の聴

覚障害者の能力の開発と広範な工学。科学的職業

への進出を促進しようとする意図を表わしたもの

と言える。一般に，連邦政府の援助は議会の承認

をえて，保健教育福祉省やSocia1andRehabilita－

tion　Serviceを通して，補助金の形で行なわれて

いる。

　例えば，ギーヤローデット大学，国立聾工科大学

はもとより，カリフ才ルニア州立大学ノースリッ

ジ校の聴覚障害学生に対する学内サービスや鍾教

育指導者養成講座も連邦政府よりの補助金を受け

ている。同じく，連邦政府よりの援助を受げたコ

ミュニティ・カレッジやテクニカノレ・イソステチ

ュートにおける聴覚障害者のための職業技術ブP

グラムの発展が，最近の著しい傾向である。デル

ガド短期大学（1968年開設），セソト・ポール職

業技術大学（1969年開設），シャトル地域大学

（1969年開設）がその先駆となっている。さて，

近年の聴覚障害者の高等教育ブログラムの増加は

著しいものがあるが，表1はその動向を表わした

ものである。

　このように，近年急速に，聴覚障害者の高等教

育プログラムが発展してきたが，その要困につい

て，R．Stuck1essは2），次の点を指摘している。

　（！）一般生徒の大学進学率が50％以上になり，

このこと・が聴覚障害者の大学進学に・影響を及ぼし

てきた。

　（2）聴覚障害の青年たちが，一般青年たちと同

じように，高等部卒業後も，職業のための訓練を
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表1　聴覚障害者のための高等教育プログラム
　　の開設状況（Raw1ings，B．W．et　a1．1976）

表3　プログラム提供大学の管理（1975）

　管理者の種別　　　　　　　　　　数

開設の年

合　　計

1960以前

1960

1964

1966

1968

1969

1970

1971

1972

1973

1974

数

43校

1
2
2

2

4
4
2
7
12

3
4

全　　　体

私立，非営利

公立，コミ早ニテイカレッジ地区

公立，郡・市

公立，州

地方大学局

43

4
4
17

17

1

表4　聴障学生に与えられた資格（1974～75年度）

資格の種類　　　　　　人数　　　パーセント

表2　高等教育プログラムに在学している聴覚障

　　害者数（Raw1ings，B．W．et　a1．1975）

合　　　計

瓢1㍉
Associate　Degree

Bachと1ors　Degree

Graduate　Deg工ee

611．

252

148

172

45

100

40，8

24，0

27，9

7．3

プログラムの
規　　　模
　600人以上

111～599人

100～110人

　75～99人

　50～74人

　40～49人

　30～39人

　20～29人

　10～19人

　合　　計

プログラ
ム 数

2

3．

5
3
9
6
15

43

　在
人　　数

　1．524

　318

　321
　128
　283
　150
　　185

　2，909

　籍

ノ“一セ

ン　ト

52，4

10，9

11．〇　一

　4．4

　9．7

　5．、2

　6．4

・！00．6

要求するようになってきた。

　（3）行政当局への働きかけが，連邦政府，州，

地方の立法，財政，行政面での援助をもたらし

た。

　（4）300万近い在学生を持つ，1，100のコミューニ

ティ。カレッジが出現L，聴覚障害者も，住民と

してこれらのカレッジに入れるようになった。

　3．高等教育の概況

　1975年にギャローデヅト大学の統計調査室の

B．W．Raw1ingsとR．TTrybusは3），聴覚障害

者の高等教育プログラムについて全般的調査を実

表5　聴障学生の履修している専攻（1975）

　　　　　　　　　　学生数　パーセント

学生数合計　　　　　　　　2，909

報告老合計　　　　　　　　1，911

100．0

100．O

ビジネスと事務　　　　　　　494

美術と人文科学　　　　　　　378

一公共サービス　　　　　　　　2！5

コミュニケーシ．目ンとメディア203

製造工業

健康
交通
建築
接待’とリクリエーション

家政学。

加工・修理サービス

環境と自然資源

農業
マーケットと販売拡大

個人サービス

202

104

76

68

53

49

43

16

　8

　2

25，8

19，8

11．6

1b．6

10．6

5．4

4．0

3．6

2．8

2．6

2．3

0，8

0．4

0．1

施している。主な調査項目は，聴覚障害老のため

の高等教育プログラムの在学生数（表2），プロ

グラムを提供している大学の管理者（表3），聴

覚障害学生に与えられた資格（表4），聴覚障害

学生の履修している専攻（表5）などである。高
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等教育プログラムが提供しているカリキュラムの

内容は，教養系が5大学，技術・職業教育が29大

学，両者を提供している所が9大学であった。

　さて，全米の聴覚障害者の大学進学率は，草薙

が，1974年にギャローデット大学を訪間したとき

得た資料によれば，8～9％と記されている。最

近の大学進学希望者の増加とともに，大学入学者

の選抜について，考え方に変化が生じているよう

である。B．L．Greenbergは4），次のように述べ

ている。最近までアメリカのほとんどのカレッジ

において，入学許可のプロセスは，大学の目的を

達するために，志願者のうち，最も能力のあるグ

ループを選抜し，必要た数の優秀な者に入学許可

を与えることにあった。しかし，今は新しい概念

が生じてきた。それは，杜会的要請からの入学基

準である。すなわち，もし何らかの理由で，標準

よりも大学での勉学のための準備が，事実上不足

しているグループがあれぼ，彼らに高等教育への

機会を与えるために，特別な準備を行なうこと

が，杜会の最大の関心事だという主張が生まれて

きたことである。

4．商簿教育機関の実態

　（1）ギャローデット大学

’同大学（ワシソトソD．C．）は，1864年に創立

された聴覚障害者のための大学で，準備課程，学

部課程（教養系），大学院課程がある。大学院課

程は，健聴者にも門戸を開いており，聾学校教

師，カウソセラーやオージオロジストなどのコー

スを置いている。研究部門は，感覚上のコミュニ

ケーショソ，言語学，キュード・スピーチ，人口

統計上の調査，教材と指導法に二関する研究計画を

推進している5）。また，同大学は国内の聾者の生

活に関連したプログラムを持つ，全国的セソター

としての役割も果たしている。

　大学の目的として，学間を通じて知的発達と健

全な独立Lた判断力を持つ人問，澗囲の世界につ

いてよく知っている人問，専門的，半専門的職業

人の育成を掲げている6）。聴覚障害の学生数は，

1975－76年度1，012名で，スタッフは，教官155名

サービス関係34名である？）。学都は，アメリカ研

究，美術，生物，化学，コソピューター数学，演

劇，経済，英語，フラソス語，総合科学，ドイツ

語，政治，歴史，数学，哲学，哲学一宗教，物理

心理，ロシヤ語，杜会哲学，ソーシャルワーク，

杜会学，スペイソ語，ビジネス管理，家庭経済，

体育の各科より成り立っている8）。

　聴覚障害の学生の中には，世界各国から集まっ

てきた学生がいる。また，同大学の卒業生は，広

範囲な職業分野で活躍していることで有名であ

る。職業分野は，例えば，図書館員，牧師，化学

者，数学者，ビジネスマソ，研究者，カウソセラ

ー，行政の専門家，リハビリテーショソ調整者，

聾学校長など多方面にわたっている9）。

　（2）国立聾工科大学

　同大学は，従来欠けていた，工業。技術分野の

高等教育を聴覚障害者に行なうという役割を持っ

て，1968年9月に開設され，最初の学生70名が入

学Lた。設立の発端は，1965年6月のジョソソソ

大統領の署名によるPub1ic　Law89－36の国立

聾工科大学法の成立である。

　同大学の目的は，聴覚障害者に職業を保障する

ための準備として，後期中等教育後の技術訓練な

らびに教育を授けること，換言すれぼ，聴覚障害

学生の技術的。個人的，杜会的能力を育成するこ

とにある。そして，科学，工学、応用工芸におけ

る専門的，半専門的レベルの教育プログラムを用

意している。これは，バビヅジ委員会報告による

変動しつつある求職状況（技術革新）に対応する

ための聴覚障害者への職業教育・訓練コースの拡

充という勧告内容（1965年）にこたえようとする

ものであるエo）。

　1975－76年度現在，学生は650名，教官94名，

補助教官72名である11）。1司大学は，ロチェスター

工科大学の一部門として設立されているので，聴

覚障害学生のイソテグレーショソが可能で，小畑

修一によれぼ12），630名の聴覚障害学生のうち，

約130名が，ロチェスター工科大学で健聴者と共

に学び，約500名が襲工科大学に学んでいる。こ

のように，イソテグレートした状況で学習できる

利、点のほか，施設の共用や教官の相互交流も行な

’われている。

　同大学の特徴は，教育プログラムと教育コース

の多様性と弾力性にある。まず，国語，数学など
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の基本的，準備的プログラムとオリエソテーショ

ソをねらったr基礎課程」がある。そして，コー

スは，修業年限が1年で資格はCert三fic・teが取

れるコース，2年で資格はDip1oma，3年で
Associate，4年でBache1or，6年でMasterが取

れるコースがある。コースの選択と履修は，個々

人に応じて非常に弾力的であり，いろいろな進路

を取ることが可能である。また，聴覚障害学生が

ロチェスター工科大学のコースに在籍することも

可能となっている13）。聾工科大学のカリキュラム

は，大きく，ビジネスエ学，機械電気工学，科学

技術，視覚的コミュニケーションエ学に分けられ

る。ロチェスター工科大学の方は，ビジネス，工

学，美術。応用美術，写真・印刷芸術，科学の学

部が聴覚障害学生に開かれている。同大学は，ギ

ャローデッド大学と同じく国から財政的援助を受

けており，全国の聴覚障害学生に門戸を開放して

いる。

　（3）三つのコミュニティ・カレッジ

　コミュニティ・カレッジにおける聴覚障害者の

ためのプログラムは，1968年の連邦政府健康教育

福祉省の援助による聴覚障害者のための地域プロ

グラムの設立以来大ぎく発展した。まず，地域的

な，技術・職業・教育的プログラムとして，デル

ガド短期大学（1968），ツヤトル地域大学（1969），

セソト。ポール職業技術大学（1969）の三つの短

期大学がピッツバーグ大学教育学部と協同して発

足した。これら三大学は，もともと一般学生のた

めの大学であり，これ以後多くの同じようなプロ

グラムが開設されてきた。

　これら三校の学生の年令は，かなり広範で1972

年のW．N．Craigらの記述では，16～44歳にま

たがり，平均年令は，20歳代の半ばとなってい

る。「プログラム参加の三大学14）」「三校の学生

の出身学枚」「卒業生の選択した職業分野」15）な

どは，それぞれ表6，表7，表8に示したとおり

である。

　こうした一般大学において，特別なサービスを

する方が，聴覚障害者のための特別な大学をf乍る

のに比べて経費が少なくてすみ，一般学生に対す

るような広範なコースを，聴覚障害者の大学（そ

れは必要であろうが）に期待することは無理であ

表6　プログラム参加の三大学（C・・ig，W1N．

　　　et　at．　1970）

　　　　　　　　デルガ　　シャト　セントポー
　　　　　　　　ド大ル大ルT．I．

援助している州の数

専任のスタッフ

聴障学生数

予定している学生数

12　　　！2

10　　　　5

61　　　42

100　　100

12

　7

49

100

表7　三校の学生の出身学校（Craig，W．N．etal．

　　　1972）

寄宿制聾学校　　　108

寄宿制と全日制　　　30

寄宿制一公立普通校　26

寄宿制・一全日制一公
立普通校　　　　7

全日制聾学校　　19

全日制一公立普通校7

公立普通校のみ　　16

　計　　　　　　213名

　　　表8　卒業生の選択した職業分野（1972）

　　事　務　　　　　　　　　　　　　　　30

　　印刷芸術とデータ処理　　　　　　　　　28

　　産　業　　　　　　　　　　　　　　　18

　　個人サービス　　　　　　　　　　　　　11

　　パラメディカルーテクニカル　　　　　　1！

　　学間分野　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　　計　　　　　　　　　　　　　　　101名

るという意見がある16）。また，近年の一般大学に

おける地域プログラムの進展とともに，訓練され

た資格のある教師の養成が検討課題となってきて

いる17）。

　さて，こうしたプログラムの成果についての評

価は，今後の課題となっているが，次のような積

極面が指摘されている18）。

　①より良い職業的適応が可能である。

　②　より広範で多種プよ訓練分野の提供によっ

て，聴覚障害老の潜在可能性の開発ができる。

　③健聴者との日常的協力やコミュニケーショ

ソの機会を与える。

　④より現実的な職業選択を援助する。

　⑤　卒業後の聴者の杜会への適応をより容易に

する。

　デルガド短期大学（ルイジアナ州）のプログラ

ムは，聾学校高等部卒業生を対象としているが，
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入学資格は，必ずしも高等部卒業の資格は必要な

く19），学力は5学年以上20），読みのレベルは3学

年以上が要求されている。プログラムは，①準傭

段階（適応と探究活勤こ重点）　②訓練と教育援

助段階　⑧就職準備段階に分かれている。準備段

階は，5か月半あり，その間，検査，カレッジの

オリエソテーショソ，準備教育コース，個人的・

杜会的適応について，聴覚障害プログラムの専任

教官によって行なわれる。すべての入学生がこの

段階を通る。第2段階では，商業部門，技術部門

ジュニア・カレッジコース（Certificate，Dip1oma．

Associate）が用意されている。第2～第6学期が

これに当てられる。同大学には，健聴学生のため

のリハビリテーツヨソ・サービス部門がコースと

してあり，そこの教官，職員が，この聴覚障害学

生のためのプログラムに協力している。就職準備

段階は，州または地方のリハビリテーショソ・カ

ウソセラーによって不定期に行なわれる。

　セ1／ト・ポール職業技術大学（ミネソタ州）の

プログラムは，①職業設計（職業輿味，要求，価

値）　②数学の治療⑧コミュニケーショソ・ス

キル　④職業関係（職業分析，人問関係，労働組

合，職場見学）よりなっている21）。ミネソタ州は

26の技術。職業学校を持っており，聴覚障害老

は，そのどの学校でも学習できる。200以上の主

な訓練領域があり，各学校がそれぞれ別種の領域

を持っている。同校は，34の訓練領域を提供して

おり，聴覚障害学生は，！4の異なった職業コース

に入っている。

　K．J．Carruthは22），同校におけるイソテグレー

ツヨソ状況の中での聴覚障害学生と健聴学生の意

識調査を行なっているが，その結果，①健聴学生

と同じクラスで学んでいる学生は，そうでない学

生（準備課程の学生は，聴覚障害だけのグループ

編成）よりも，白分白身について，健聴学生によ

り受容されていると感じている　②聴覚障害者と

の学習経験は，健聴学生に積極的な効果をもたら

していると思われる　③健聴者との学習経験は，

聴覚障害学生に白分のやれる職業の分野につい

て，より現実的，限定的見方をもたらすと考えら

れるなどの点が明らかとなった。

　シャトノレ地域大学（ワシソトソ州）は大規模な

表9　聴障学生の高等教育プログラムの特別

　　サービス（1975）

特別サービス

プログラム数

合計芸春ビ芸蕪ビ援告

聴障学生の特別クラス

正規学級の手話通訳

個人指導サービス

ノートテーヰング・サービス

職業発達サービス

マニュアル・コミュニケーシ
ョン訓練（聴障生）

マニュアル・コミュニケーシ
ョン訓練（教官）

個人カウンセリングパリ㌧ビ
ス

社会・文化活動

就職サービス

スピーチとヒアリング・サー
ビス

寄宿舎

43

43

43

43

43

43

43

43

43

43

43

43

23

4！

39

37

40

36

29

43

34

38

21

12

20

2

4
3
7

14

9
5
22

3！

2

2
2

カレッジで，学生数は全体で14，000人である。資

格は，Associate　Degreeが習得できる。同校の

カリキュラムは，①職業カリキュラム（75の準備

的，職業的，技術的分野を持つ）　②カレッジ相

当のコース⑧コミュニティ・サービスに分かれ

ている23）。この他に，ガイダソス，カウソセリソ

グ，オリエソテーショソ，職業前実習，コミュニ

ケーショソ・スキル，杜会科学，数学などの治療

教育などを行なう，特別な発達一探究プログラム

がある。

　（4）カリフォルニア州立大学ノースリッジ校

　従来，カリフォルニア州では，聴覚障害者で大

学教育を希望する者は，大陸を横断してギャロー

デッド大学まで行かねぼならなかった。こうLた

状況を解決するため，1964年に聴覚障害学生のた

めのプログラムがノースリッジ校に開設され，一

般学生と共に学部および大学院（修士）教育が受

けられるようになった。聴覚障害学生はユ56人で

担当教職員約220人である。この大学の特徴は，

高等教育におけるイソテグレーショソにあり，そ

の成功のために，手話通訳などさまざまな学内サ

ービスが行なわれている。また，健聴学生が聴覚

障害者への理解を深めたり，手話の学習に参加し

たりするなど，プラス面がある。
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　制度的には，　「聾セソター部」が「聴覚障害の

学生のための学内サービス」やr全米聾教育指導

者養成講座」などを担当している2壬）。聴覚障害学

生が受けている学部専攻学科は，教養，芸術，歴

史，健康，心理，数学，リクレーショソ，家庭経

済，英語，計算，体育，政治，エソジニアリソグ

コソピュター，杜会学，保育，ピジネス，人数学

人問学，マス干ミ，音楽，言語学，生物学，化学

オフィスなどであり，大学院では，特殊教育・リ

ハビリテーショソ，中等教育，学校管理，ガイダ

ソス，計算，マスコミ，数学，政治である。就職

状況は，聴覚障害学生は，全員就職しており，指

導者養成講座を卒業した学生は，州や連邦政府の

教育およびリハビリテーショソ機関で管理職，専

門職など重要な地位についている25）。

　5．　高等教育機関におけるサービス

　1975年の連邦政府の資料25）によれぼ，アメリカ

において10名以上の聴覚障害学生が在籍する高等

教育機関は，43にのぼっており，それらの機関は

すべて聴覚障害学生のための特別なサービスを用

意している。前出（表2）において，「高等教育

プログラムに在学している聴覚障害者数」におい

てみたように，その在籍者数は3，000名近くにの

ぼるが，なかでも，ギャローデッド大学，ロチェ

スター工科大学内の国立聾工科大学は，聴覚障害

学生が多数在籍していることは，当然のことであ

るが，この他でも，カリフォルニヤ州立大学，バ

ーレイ職業学校，セソト・ポール職業技術大学は

！00名以上の聴覚障害学生が在籍し，シァトル地

域大学，デルガド短期大学などは，70名からの聴

覚障害学生を有している。これらの機関は，組織

的なサービスも行われていることで目立ってい
る。

　聴覚障害学生のための特別なサービスとしては

（表9）2’）にみるようにいろいろあるが，特徴的

なことは，手話サービスが欠かせないことであ

る。手話通訳，手話を用いての個人カウソセリソ

グは，ほとんど例外なく配慮されており，それに

加えて，個人指導，講義記録（ノート・テイキソ

グ）のサービスも必要とされている。本稿では，

以下主として，聴覚障害学生を受け入れている高

等教育機関に特徴的といえる手話通訳について，

その状汎と問題をみることにする。

　6．高等教育機関における手講通訳の意義

　キャソパス内における手話サービスは，アメリ

カにおいて，1960年代の後半になってから組織的

に始まったと言ってよい。国立聾工科大学のJ．

E．Stangar㎝eは，今後の手話による通訳の問題

に関して次のように述べている28）。通訳の領域に

おける研究，すなわち，通訳の全領域について全

般的な調査研究が必要である。その内容として，

1）通訳サービス者の疲労要因一1日に何時問ぐ

らい通訳が可能か。2）通訳する場合の教科の内

容について，3）さまざまな専門用語を広げてい

く必要性の有無，4）通訳老の着用する服装，

5）通訳者の位置する最適場所，6）通訳を受け

る学生の得る情報量，7）教室場面において，手

話通訳にまさる，さらによい方法の有無，などが

あげられる。

　現在，聴覚障審学生の在籍する高等教育機関が

増加し，手話サービスが必須のこととなるにつれ

て，’徐々に，そのサービスの内容が問題となって

きており，いくつかの調査研究が行われてきてい

る。手話通訳は，地域杜会における一般の聴覚障

害者に対してなされており，教育機関におげる手

語通訳も，まずその中の一つとしてみなけれぼな

らない。しかも，そのうえで教育場面におげる手

話通訳は，一般の手謡通訳と異った特箪と1より

高度な専門性が要求されるものである。

　ニューヨーク大学の襲研究・訓練セソター主任

であるJ．D．Scheinは，手話通訳訓練プログラム

を次のように図式化している29）。

　円の外側の領域は，比較的抽象的にわけられて

おり，内側は，比較的具体的な領域へ適応された

場面にわけられている。外側について簡単に説明

を加える必要があろう。

。倫理……通訳者として心得るべき倫理

。人間関係……通訳されるものと通訳老との間の

　関係。例えぼ通訳者が，教師，友人，法律相談

　者，カウソセラーなどの場合。

　　　　・・通訳者に支払わるべき報酬

。場所・・一通訳者の位置，通訳をする会場，ライ
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られたこの大学は，聴力障害学生の教育形態のあ

り方を示す一つとして，大きな期待がよせられて

いる。学生数の全体4，314名中，630名の聴覚障害

学生を有し，この630名中，130名が，健聴の学生

と学び，約500名が聾工科大学部に学んでいる34）。

1965年に設者され，1968年に70名の聴覚障害学生

を受け入れて始まったプログラムは，翌年夏には

独自の手話通訳養成のプログラムが加わった。す

なわち，1969牢夏の期間，教室場面での通訳を訓

練するため，6名のロチェスター工科大学生の訓

練を開始した。最初の訓練は，①すでに指文字，

手話の知識をもつものも，最初の第一歩から訓練

を始めた。②これらの学生達は，寄宿舎で聴覚障

害学生と共に生活をした。⑧コミュニケーショソ

の技術のみでなく，聾者の諾問題を学習した。第

2年目の1970牢には，17名のロチェスター工科大

学生が通訳養成プログラムに参加し，初年度の反

省から，逆通訳の弱さに力を入れ，ヴィデオ・シ

ステムを用い効果をあげ，第3年目の1971年には

通訳問題’専門のスタッフをおき，5名のフルタイ

ムの通訳と22名の学生通訳をおくようになってい

る35）。この国立聾工科大学は，種々の職業・技術

専門コースがおかれているため，専門用語の通訳

は，それぞれの専門コースの健聴学生が通訳をす

ることの必要性が最初から気づかれており，その

ための努力が払われている。

　現在，この大学では，学生手話通訳訓練プログ

ラム（Student　Interpreter　Training　Program）

を設け，一般の手話通訳より，より高度な通訳養

成をめざしている。その訓練プログラムの1部は

次のようである36）。

　①通訳の基本的原則

　　。通訳場面の分析一身体的，心理神経学的

　　　心理杜会的，その他の要因。

　　。場面に応じた適切な通訳技術一個人対個

　　　人，集団に・おける健聴者と聴覚障害者の人

　　　数，聴覚障害老の理解のレベルと適初な手

　　　話。

　　・通訳者の倫理性，客観性。

　②　表情：通訳におげる非言語的側面。

　　。顔の表情，身体の動き，手の変化。

　　。詩，歌，ドラマなどの表現技術。

③手話言語のポキャベラリ。

　。シグリッシュ（Sig1ish，英語にあわせた手

　　話）とアメスラソのどちらによるか。

　。アメスラソにおけるイディオムとスラソ

　　グ。

④関連する知識

　。オージオロジー，心理，杜会的側面など。

⑤実際の訓練。

　。さまざまな方法による訓練。

　　オーディオテープ，ビデオテープによる練

　　習と白己評価。

　8．　まとめと今後の課題

　アメリカにおける高等教育は，もはや選ぼれた

ものだけのためではなく，アメリカ全市民のもの

となりつつある。2，000以上に一のぼる高等教育機

関が，アカデミックな学問研究だけでなく，職業

訓練機関として，一般教養をうける場として，あ

るいは，生涯教育をになうものとして発展しつつ

ある。特に公立の機関は，その役割りをうけもつ

ものである。それに伴い，聴覚障害学生が，高等

教育機関へ進学する数もふえつつある。さらにカ

ータ大統領は，今年になって心身障害者の差別禁

止を示す行政命令ξ04条を出し37），障害者の教育

・福祉に対する大きな変革をよび起している。

　聴覚障害学生のためのサービスとして特徴的で

ある手話サービスについて，手話通訳を中心にみ

たが，現在，他にもセソト・ポール職業校38）など

独白の通訳訓練プログラムをもつところが徐々に

出てきている。1つには，地域杜会における手話

通訳者ではまかないきれないということであり，

もう1つは，教育場面における手話通訳の特別な

専門性が要求されていることである。現在まで，

聴覚障害学生にとって必要であるために，手話に

よるサービスがとも角なされてきたのであるが，・

今後手話サービスは，その内容が問題となっきて

ている。手話サービスは，単に制度的な配慮だけ

では不十分であり，さまざまな角度から研究され

ねばならないことである。なお本稿は，前半の1

－4を草薙が，5－8を上野が分担した。
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Sununary 

The Existing State of Higher Education for the Hearing Handicapped 

in America 

Masuo Ueno Shinro Kusanagi 

In America, higher education for the hearing handicapped began with the founding of Gal-

laudet College with the aid of the Federal Government. For alnrost one hundred years, Gal-

laudet College has been openning its doors as the only college for the hearing handicapped 

in the world. 

Since the 1960's, postsecondary programs have been developed at such universities as California 

State University, Northridge and Rocllester Institute of Technology, and the higher vocational-

technical institutes such as Delgado College, Seattle Community College, St. Paul Technical 

Institute and others. Each of their programs has its own peculiar curriculum. In 1975, the 

number of universities or colleges which offered special programs for hearing handicapped have 

increased to forty-three. 

The postsecondary programs for the 1learing handicapped are characterized by providing 

sign language services. Because of the increase of deaf students attending higller education 

classes, special programs for them are increasing more and more in many universities and 

colleges. Especially the use of interpreters has become an essential factor in the services for 

the deaf students. The services of sign language interpretation and counseling using sign 

language are given without exception in all of the programs . At present, the problem of 

int~rpreting services doesn't seem to be the system of services but the material contained in 

the system. 

Research and investigation of the services of sign language interpretation have become very 

important area for communication witll the hearing handicapped. 
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